
 

 

 
道路の位置指定等の申請の手引き 
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道路の位置指定等の申請にあたって 

 

 

建築物の敷地は、建築基準法(昭和 25 年 5 月 24 日法律第 201 号。以下「法」という。) 

第 42 条に規定する「道路(幅員 4m 以上)」に接していなければなりません。 

その一つである道路の位置指定は、法第 42 条第 1 項第 5 号に規定されている「土地

を建築物の敷地として利用するため、道路法、都市計画法、土地区画整理法、新都市基

盤整備法、大都市地域における住宅及び住宅地の供給の促進に関する特別措置法又は密

集市街地整備法によらないで築造する政令で定める基準に適合する道路で、これを築造

しようとする者が特定行政庁からその位置の指定を受けたもの」です。この道路の位置

指定は、法の目的である「土地を建築物の敷地として利用するため」という視点で指定

を受けることになります。 

 目黒区では、道路の位置指定等を受ける場合の手続き方法や道路の築造等について、

「建築基準法施行令及び施行規則、目黒区建築基準法施行細則、建築基準法道路関係規

定運用指針、建築基準法道路関係規定運用指針の解説、東京都建築安全条例」など、関

連する法令に基づいて、その基準を「道路の位置の指定等の申請手引き」に定めており

ます。 

 なお、道路の位置指定を受けて、土地利用を図ることができる区域の面積は、都市計

画法の開発許可の対象とならない 500 ㎡未満の土地に限るほか、道路の築造等をするこ

とは区画の変更が伴う開発行為となりますので、事前に「目黒区都市整備部都市整備課

開発係」と協議してください。 
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第 Ⅰ 道路の位置指定の手続き 

 

１ 手続きの流れ 

    道路の位置指定の申請及び指定・告示に係る手続きは、次のような流れになります。   

  （１） 窓口相談   ○ 相談内容が指定基準に該当するかを確認します。  

        ① 位置指定の基準を説明します。    

     ② 開発の面積が 500 ㎡未満であることを確認いたします。              

      ③ 申請地の土地利用計画の方針を確認します。                  

                   ④ 申請地の計画が指定基準に適合しているかを判断します。     

   

      （２）  事前協議    ○ 計画が指定基準に適合している場合は、事前協議が必要です。 

                      ⑤ 事前協議書を提出して下さい。(P19 参照) 

     ⑥ 申請図書の審査及び当該現地を確認します。           

                ⑦ 審査結果を書面で通知します。 

■ 事務処理の期間は、概ね(修正のない場合)一週間程度を要します。 

 

（３）  本 申 請    ○ 申請書を提出して下さい。（P20 参照） 

                    ⑧ 申請地の関係する権利者の承諾を得て下さい。              

                  ⑨ 申請の原図は、Ａ２の用紙(和紙)を使用し作成して下さい。       

      (P23～25 参照)         

     ⑩ 関係図書が整った段階で受理します。                       

     ⑪ 申請図書の内容を審査します。                        

                  ⑫ 申請図に基づき、道路を築造して下さい。                

■ 事務処理の期間は、概ね(修正のない場合)一週間程度を要します。 

       

（４）   築造工事   ※ 築造工事に着手する時は、事前に区の担当者と打合せして下さい。 

                     ⑬ 築造工事の完了後は、「築造工事完了届」を提出して下さい。 

                 (P21 参照) 

          ⑭ 区担当者と検査の日程調整し、完了検査を受けて下さい。     

 

（５）  位置指定   ○ 道路の築造が完了したことを確認し、所定の手続きを進めます。     

                      ⑮ 道路の築造が完了した段階で、指定の手続きを進めます。   

                 ⑯ 位置指定の告示した後に、その旨を「道路位置指定・指定変更・ 

指定取消通知書」により通知します。 

■ 事務処理の期間は、概ね一週間程度を要します。 
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２  事 前 協 議   

（１）必要性  

道路の位置指定を受けようとする場合は、その指定の申請に先立ち「事前協議書」の提

出が必要です。 

これは、事前に計画の内容を法令や指定基準の適合性等に関する確認を行い、道路の

形態が完成した時点において、円滑に「道路の位置の指定」の告示ができるようにするも

のです。 

（２）提出書類 

事前協議に必要な書類は、次の表－1のとおりです。 

   【 表 － 1  】 

        事前協議書    正・副２通を提出。(副は、受付収受後に申請者へ返還。)  

        委 任 状    P26 参照、委任事項の事前協議手続きを☑ 

               附近見取図    申請道路の位置及び付近の目標、住居表示番号等の記入。 

         測 量 図    計画区域の実測及び高低。               

          計画平面図    道路の位置及び宅地の区画表示。            

        公図の写し    指定を受けようとする道路の位置表示。         

        登記簿謄本    土地及び建物登記簿謄本(申請に係る関係権利者) 

３  道路の位置指定の本申請 

      （１）本申請の手続きに必要な書類 

        この本申請の手続きは、事前協議が整った段階で行うことになります。申請にあって

は、事前に協議した内容に従って、次の表-2 の書類を整えて申請書(正・副)を提出して

下さい。 

【 表 －  ２  】 

                      ① 道路の位置指定申請書(P20 参照)  

         申 請 図 書     ② 道路の位置指定申請図(原図、P23・P24 参照) 

    ③ 道路の位置指定申請図(写し) 

                  ④ 印 鑑 登 録 証 明 書  (申請に係る関係権利者) 

   添 付 資 料     ⑤ 土地及び建物登記簿謄本(申請に係る関係権利者) 

                   ⑥ 委  任  状（P26 参照、委任事項の指定申請手続きを☑。）     

「※ 申請図書の綴じ方」 

      ［正 本・副 本］副本はすべて正本の写しでも構いません。 

     P-1 －申  請  書        

      P-2 －委   任   状   

      P-3 －申 請 図(写し)   

      P-4 －印鑑登録証明書  

      P-5 －登 記 簿 謄 本            ■別途、提出する図書    

           P-6 －その他必要書類          申   請   原   図  
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    (２) 申請図書の作成 

     イ 申請書（P20 参照） 

       申 請 者  申請者は、道路となる部分の土地関係権利者でなければなりません。 

       代 理 者  代理者の資格は、専門的な資格を有する建築士・土地家屋調査士・ 

測量士でなければなりません。（委任状を添付して下さい。） 

             ① 道路となる土地の登記簿上の地名及び地番を全て記入して下さい。 

       申請道路  ② 申請道路の幅員及び幅員別の合計の長さをメ－トル単位で記入して 

下さい。（小数点３位以下は切り捨て） 

     ロ 申請図（P23～25 参照） 

        道路の位置指定の申請図は、次の表－３及び表－４に従って作成して下さい。 

    【 表 － ３ 】 

       用  紙  用紙は、「長期保存」が可能な和紙のＡ２サイズを使用する。 

（上記以外の用紙使用は、担当係員と協議すること。） 

        作 成 者   図面の作成者は、建築士・土地家屋調査士・測量士とする。 

作成方法  記入例等（P24・P25 参照）を基に作成する。 

   図の方位  見取り図・地籍図・公図の方位は、北を同一方向で記入する。  

   転回広場  自動車の転回広場のある場合は、その大きさ・面積を記入する。 

             ①  縮尺は、１／２００を基本とする。    

            ②  計画敷地の周辺の長さ、地番境及び地番を記入する。 

             ③  既存道路の種別・位置・幅員を記入する。 

             ④  指定済み道路は、その指定年月日・番号・幅員・延長を記入する。 

          ⑤  既存建築物及び予定建築物の位置・用途・主要出入口、工作物、高 

           低差のある場合は、その数値を記入する。 

             ⑥  各建築敷地及び地番ごとの土地所有者、使用権利者、その土地に存 

               する建築物・工作物の所有者、もしくはその他の権利者氏名をそれ 

       地 籍 図      ぞれ権利別に記入する。 

     ⑦  がけ・擁壁等の高低差・鉄道・水路敷等がある場合には、それらを 

       図示記入する。 

            ⑧  開発面積を備考欄に記入する。 

            ⑨  道路の位置・幅員・中心距離・周囲の長さ、それぞれの境界・杭の 

               埋設の位置を図示記入する。 

             ⑩  道路の位置は、公道の角又は親地番の不動点からの距離を記入する。 

            ⑪  道路には、原則、その両側にＬ型溝を付設して、雨水を集める桝を 

設ける。さらに、宅地内の排水処理は汚水桝を設け、これらを集約 

するための本管及び集水桝を付設する。 

            ⑫  別紙、「地籍図に記載する事項」に基づき、当該計画に該当する記号 

              等は、記入した記号等を凡例に記載する。 
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    【 表 － ４ 】 

          附近      ①  縮尺は、１／３，０００を基本とする。  

見取り図 ②  申請道路の位置・付近の目標・街区・既存道路等の状況を図示する。 

            ③  申請道路周辺の住居表示番号は、町名を記入し○印をつけ表示する。 

            ①  縮尺は、１／５０を基本とする。 

            ②  申請道路の横断図には、排水設備(Ｌ型溝等)・縁石・道路の構造を 

縦横断図   図示する。 

            ③  擁壁等がある場合には、その断面を記入する。 

            ④  申請道路の縦断面図を図示し、その高低差及び勾配を記入する。 

            ①  縮尺は、１／６００を基本とする。 

            ②  公図を写した年月日・その場所・写した者の氏名を記入し押印する。 

       公  図 ③  公図上で、申請道路の区域が分筆されていない場合は、その位置を 

       （写し）   点線で記入する。 

            ④  計画敷地は、その範囲を実線で記入する。 

                 ①  申請者は、申請書（P20 参照）の申請者とする。 

     ②  承諾の年月日は、関係権利者全員の承諾を得た日を記入する。 

            ③  承諾書（欄）には、権利者の権利種別・権利物件の地番・家屋番号、 

       承 諾 書   各権利者の住所・氏名を記入し、印鑑登録された印を押す。 

            ④  関係権利者に親権者・法定代理人・公有地管理者等が定められてい 

              る場合には、それらの資格を有することを権利別に記入し、それら 

              権利者の印鑑登録された印を押す。 

                        ①  各関係権利者の登記簿謄本等と印鑑登録証明書に記載されている住 

              所が異なる場合は、戸籍の附票、住民票又は住居表示証明書、登記 

簿上の権利者と同一人であることが確認できる書類を添付する。 

           そ の 他 ②  道路の位置を訂正する場合は、その訂正部分に関係する権利者の印 

鑑登録された印を押す。 

            ③  関係権利者の権利の及ばない軽微な訂正は、代理人の押印とする。 

            ④  既存の公道に接続する場合は、事前に境界確定を行うこととする。 

 

 

     （３）位置の指定を受ける場合の関係権利者の範囲 

      承諾を必要とする関係権利者の範囲は、次のとおりです。 

          イ 道路となる土地の関係権利者 

             ①    土地所有権者及び、その所有権者の登記簿謄本に記載されている権利者。 

        ②    土地に存在する建築物又は工作物の所有権者及び、その所有権者の登記簿謄 

                    本に記載されている権利者。 
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      ロ  道路となる土地に接する土地の関係権利者 

 ①    道路となる土地に接する土地の所有権者及び、その所有権者の登記簿謄本に 

       記載されている権利者。 

        ②    道路となる土地に接する土地に存在する建築物・工作物の所有権者及び、 

その所有権者の登記簿謄本に記載されている権利者。 

              ③    道路となる土地が公園・広場・その他の公有地に接する場合には、それらの 

管理者。 

        ハ その他の関係する権利者 

①   共同所有の物件は、その物件の全所有権者。ただし、「 建物の区分所有等に 

                    関する法律」に規定する共同住宅等の場合は同法の規定による。 

       ②    袋路状の道路を延長する場合は、その接続する部分の関係権利者。 

       ③   関係権利者が未成年者の場合は、その法定代理人。ただし、法定代理人が存 

しない場合は、その未成年者の後見人。 

永小作権・使用権・賃借権・使用借権・地役権・質権・抵当権・入会権・仮 

④  登記権利を有する者で、登記事項証明書(登記簿謄本)に記載されている者。 

また、文書等により権利関係が明確に証明できるもので、指定処分前に区に 

申し出があった者は権利者と判断します 

 ⑤   その他、区長が必要と認めた権利を有する者。 

      ニ 関係権利者に相続等が発生した場合 

       関係権利者に相続等が発生した場合は、その関係を明らかにすることができる遺産 

       分割協議書・除籍戸籍謄本・死亡証明書等。 

 

  （４）添付資料 

       申請書に添付する各種の証明書は、次のとおりです。なお、各種証明書の有効期間は、

発行の日から３ヶ月以内のものに限ります。 

       イ  印 鑑 登 録 証 明 書    承諾を必要とする関係権利者全員。 

    

      ロ  土地・家屋登記簿謄本    道路となる土地及び、その土地に接する土地及び存在 

                                        する建築物・工作物の登記簿謄本。 

 

      ハ   その他、添付の書類    関係権利者に相続発生の場合は、遺産分割協議書・除 

籍戸籍謄本・死亡証明書等。その他、区長が認めた権 

利を有する許可・承諾書。 

 

４ 申請手数料（目黒区手数料条例第２条の別表） 

本申請の審査手数料は５０，０００円です。 
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第 Ⅱ 道路の位置指定等の変更・廃止の手続き  

１ 手続きの流れ 

         指定道路の変更及び廃止の手続きは、次のような流れになります。  

     （１）  窓口相談  ○ 相談内容が指定変更・指定取消の基準に該当するかを確認します。 

                 ① 指定変更・指定取消の理由を確認します。 

                 ② 相談の道路が指定変更・指定取消の基準に適合しているかを判断 

します。 

 

     （２） 事前協議  ○ 指定変更・指定取消の基準に適合している場合は、事前協議が 

必要です。 

                  ③ 事前協議書を提出して下さい。（P19 参照） 

                 ④ 関係図書及び現地を確認します。 

                 ⑤ 確認した結果を書面で通知します。 

■ 事務処理の期間は、概ね一週間程度を要します。 

 

  （３） 本 申 請  ○ 申請書を提出して下さい。（P20 参照） 

                     ⑥ 申請敷地に関係する権利者の承諾を得て下さい。 

                 ⑦ 申請図の原図は、Ａ２の用紙（和紙）を使用し作成して下さい。 

                   (P23～25 参照)        

                 ⑧ 関係図書が整った段階で受理します。 

     ⑨ 関係図書を審査します。 

                   ■ 事務処理の期間は、概ね一週間程度を要します。 

                ＊（４） 

              指定取消   指定取消の決定・公告し、その旨を書面で通知します。 

 

      

            指定変更    ⑩ 指定変更は、申請図に基づいて築造工事に着手して下さい。 

 

     （４）  築造工事   ○ 築造工事の着手時は、事前に区の担当者と打合せして下さい。 

                 ⑪ 築造工事の完成後は、「築造工事完了届」を提出して下さい。 

                 （P21 参照） 

                 ⑫ 区の担当者と日程を調整し、完了検査を受けて下さい。 

 

     （５）  指定変更  ○ 築造工事が完了したことを確認し、所定の手続きを進めます。 

               ⑬ 道路の築造が完了した段階で、指定変更の手続きを進めます。 

                 ⑭ 指定変更の決定・告示し、その旨を書面で通知します。    

                 ■ 事務処理の期間は、概ね一週間程度を要します。 

 

=      ６     = 



２ 道路の位置指定の変更及び廃止 

        （１）  事前協議      事前協議に必要な図書は、「道路の位置指定の手続き」の【表－１】

を準用します。（詳細は、担当者と打合せ） 

     （２）  手 続 き    この申請に必要な図書は、「道路の位置指定の手続き」の【表－２】 

を準用します。（詳細は、担当者と打合せ） 

     （３） 関係権利者    承諾を必要とする関係権利者の範囲は、「道路の位置指定の手続き 

の【表－３】及び【表－４】を準用します。 

      （４）指定変更部分    指定変更される道路の部分が分筆されている場合は、その道路の 

       の権利者範囲   部分の権利者のみとします。 

 

３ 私道の指定変更及び指定取消の基準 

       （１）変更・取消の制限 

             ①  指定変更又は指定取消によって、その道路に接する敷地が建築基準法第４３条

第１項及び東京都建築安全条例（第４条、第１０条の２・３、第２２条、第４１

条等）の規定に抵触する場合は、変更又は取消はできません。  

    ② 隣接敷地への影響が過大であると認められる場合は、区は変更又は取消を制限す

ることがあります。 

               ③ 袋路状道路の４ｍ以上の幅員を縮小する変更はできません。 

               ④ 道路幅員の一部のみ、拡幅変更又は幅員の一部を取消することはできません。 

               ⑤  通り抜け道路は、その一部を取消することはできません。 

    （２）変更・取消の緩和 

 ①  通り抜け道路で、残存する道路が「本道路の位置指定の基準」に適合する場合。 

         ②  土地の状況により、通り抜け道路とすることが著しく土地利用価値を損なうと 

考えられる場合で、安全上支障がないと区長が認めた場合。 

    

４ 申請手数料（目黒区手数料条例第２条の別表） 

本申請の審査手数料は５０，０００円です。 

 

第 Ⅲ 申請書の取り下げ 

  

１ 申請書の取り下げ 

道路に係る申請を取り下げる場合は、取り下げ届（P22 参照）に必要事項を記入し提出し

てください。 

２  取り下げの基準 

申請の受理日から３ヶ月（１８０日）を経過しても申請図書の補正に応じられていないも

の、補正できないものは原則として取り下げるものとします。ただし、区長がやむを得ない

と認める理由のあるものについては、その限りではありません。 

 

=      ７     = 



第 Ⅳ 道路の位置指定の基準 

                    

１ 道路の位置指定ができる土地 

      道路の位置指定は、都市計画法第２９条に基づく開発行為の許可対象外の土地で、道路と 

なる敷地の土地所有者及び関係権利者全員の承諾が必要です。 

      道路の位置指定を受けて、土地利用を図ることのできる区域の面積が都市計画法に基づく 

開発行為の許可対象とならない「５００㎡未満」の土地に限られます。 

２ 建築物の敷地面積 

     指定を受けようとする道路に接する建築物の敷地面積は、建築基準法第５３条の２に規定 

する都市計画又は条例において建築物の敷地面積の最低限度が定められたときは、当該最低 

限度以上でなければなりません。 

３ 接続道路 

    （１）既存道路への接続   

      道路の位置指定を受けようとする場合は、原則として両端が既存道路に接続しなけれ

ばなりません。 

 

 

 

            既存道路                                           既存道路 

（接続道路）                                                              （接続道路） 

 

  位置指定を受けようとする道路の範囲 

                     

 

    （２）建築基準法附則第５項による位置指定道路とみなされる建築線 

        旧市街地建築物法第７条の但し書きの規定によって指定された建築線で、その間の距

離が４ｍ以上のものは、その建築線の位置にこの法第４２条第１項第５号の規定による

道路の位置の指定があったものとみなすもので、該当する道路の形態がないものに接続

して「道路の位置の指定」を受ける場合は、その接続道路も築造することになります。 

 

４ 特定行政庁にまたがる場合の指定 

       道路となる土地の所在地が２以上の特定行政庁にまたがる場合は、それぞれの特定行政庁 

の長あてに申請書を提出することになります。 

 

 

 

 

 

=      ８     = 



５ 道路の位置指定の幅員 

道路の位置指定の幅員は、原則として既存道路（接続道路）の幅員を越えないものとし、

道路中心線に直角に測り、各部分で４ｍ以上でなければ指定することはできません。 

    （１）両側のＬ型溝は、道路区域として幅員に含みます。 

    （２）片側に縁石を設ける場合は、縁石も道路区域として幅員に含みます。 

 

                        幅員４ｍ以上            

 

 

                 （Ｌ型溝）                                （Ｌ型溝） 

             

６ 指定道路の終端部 

      指定道路の終端部は、道路中心線に直交する一本の直線で、縁石等により区画して下さい。 

 

                                   ★この部分は、指定できません。 

          既存道路                               

         （接続道路）            指定道路中心線 

                                                                        

 

                                     ■ 直交として下さい。 

 指定を受けようとする道路 

 

７ 指定道路の境界表示 

    （１）道路の位置は、Ｌ型溝及び縁石により区画し、建築敷地との境界を明確にして下さい。 

    （２）すみ切り・屈曲点・終端部等の要所には杭で表示して下さい。 

    （３）杭の構造・材質は、コンクリ－ト杭又は石杭（７５㎜×７５㎜Ｌ＝６００㎜同等以上） 

       を埋設・固定して表示して下さい。 

   

                ②   ①～⑥の箇所には、境界杭を設置・固定し、指定道路と 

           ①        建築敷地を明確に区分して下さい。 

             既存道路                              ③    

             （接続道路）                         

                                                        ④ 

                    ⑥      

                               ⑤ 

                           指定を受けようとする道路 

 

 

 

=      ９     = 



８ 指定道路の位置表示 

      道路位置は、接続する道路側に基点（隣地境界線等）を設定し、その基点から延長及び 

     道路中心線の屈折する位置までの測定が容易にできるようにして下さい。 

                 ●    Ａ基点（隣地境界線等） 

           

           Ａからの距離         指定を受けようとする道路 

  

            既存道路 

           （接続道路）                 

 

 

                     Ｂからの距離 

                ●    Ｂ基点（隣地境界線等） 

９ 道路延長の測り方 

       道路の位置指定の延長は、その道路中心線の長さとします。 

     （１）屈折道路の場合 

                       道路の延長＝Ｌ1＋Ｌ2 

                        Ｌ1の長さ 

            既存道路 

           （接続道路）           指定道路中心線 

 

                                       Ｌ2の長さ 

 

 

     （２）建築基準法第４２条第２項道路及び公道（幅員４ｍ以上）に接続する場合 

         建築基準法第４２条第２項道路のみなし後退線及び公道（幅員４ｍ以上）の境界確

定線（予定線）から指定道路の終端部までの中心線の長さとします。 

            ４ｍ以上 

・４２条２項道路みなし後退線 

・公道（４ｍ以上）境界確定線 

            既存道路 

                     （接続道路）                

 

 

 

指定を受けようとする道路 

        （既存の４２条２項道路） 

 

 

=      １０     = 



１０ 屈折道路の最低延長 

      屈折するまでの最低延長は、その道路幅員（Ｗ）の１．５倍以上とし、かつ、その他内側

の道路延長（折れ点間又は折れ点と終端間）は４ｍ以上として下さい。 

指定を受けようとする道路 

             

          Ｗ×１．５以上 

            既存道路                        ４ｍ以上 

           （接続道路）      Ａ 指定道路幅員    

                     

                       

                               ４ｍ以上 

 

１１ 傾斜地における指定 

     （１）縦断勾配は、原則として１２％以下のスロ－プとして下さい。 

     （２）縦断勾配が１２％以上の場合で、区長が地形及び周辺の状況により安全な通行に支障

がないと認めた場合は、次の基準による階段状とすることが出来ます。 

 

           ①  階段は、勾配３０％以下で、階段幅１．５０ｍ以上であること。 

           ②  自転車等の通行のために、幅０．５０ｍ以上のスロ－プを設けること。 

          ③  階段部分には、高齢者等の通行に配慮した手摺を設けること。 

          ④  高低差が３ｍを超える場合にあっては、高低差３ｍ以内ごとに長さ１．５ｍ 

以上の踊り場を設けること。 

          ⑤  最下段と既存道路との取り付け部は、０．５０ｍ以上の踏込みを設け、既存 

道路の路面と同一の平面とすること。 

 

 

                               指定を受けようとする道路 

 

                                          スロ－プ（幅０．５０ｍ以上）  

                            

                   既存道路 

                     (接続道路）                                道路幅員 

                                        

                

                              階段＊踏 面２６㎝以上        踊り場＊長さ１．５０ｍ以上      

                                 ＊蹴上げ１８㎝以下     

                      踏込み＊幅０．５０ｍ以上 

 

 

=      １１     = 



１２ 既存道路との接続部 

      （１）既存の４２条２項道路に接して指定を受ける場合 

 

 

 

                        ４２条２項みなし後退線   

                                   「建築敷地」 

 

    既存道路  

                   （接続道路） 

      

                       指定を受けようとする道路 

    

 

 

（２）既存道路に延長して指定を受ける場合 

        既存道路の終端部に接続する場合は、次のとおりにして下さい。 

 

         ①  直線で接続する場合は、既存道路の中心線を一致させて下さい。 

         ②  屈折して接続する場合は、幅員４ｍ以上及び屈折部分の延長は４ｍ以上を 

確保して下さい。 

         ③  接続部分の屈折が小規模（１ｍ以内）の場合は、幅員４ｍ以上及び屈折部 

分の長さは２ｍ以上を確保して下さい。 

 

 

 

          道路中心線 

 

 

               既存道路            指定を受けようとする道路 

 

                                      １ｍ以内は小規模な屈折 

                   道路中心線                         

 

 

                         ４ｍ以上   

         ★小規模は２ｍ以上 

 

 

=      １２     = 



１３ 水路敷を隔てて既存道路に接続する場合 

水路敷を隔てて指定を受けようとする道路は、事前に水路敷の管理者と通行形態に 

ついて調整し、占用許可を得てその写しを提出して下さい。 

   

                       

 

            既存道路 

           （接続道路） 

 

                                                       指定を受けようとする道路    

               水路敷 

 

１４ 排水施設 

       道路及び建築敷地内の排水施設は、維持管理に支障ない構造物（Ｌ型溝・雨水桝・ 

汚水桝・集水桝・排水本管）を付設し、既存の公共下水道施設に接続して下さい。 

 

             （接続道路）       雨水桝        汚水桝               汚水桝 

                                                      集水桝 

                    ■          ●                ●       

                   ○                     ○          ○       Ｌ型溝又は縁石 

                       ■                  ●                  ●            

                                              排水本管    取付管 

         公共下水道管     雨水桝          Ｌ型溝 

             

 施 設              要          件  

             Ｌ型溝 両側の付設を基本とする。ただし、やむを得ない場合は片側を縁石とする。 

             雨水桝  流末・勾配の変化点及び延長２０ｍ以内の間隔で、付設する。 

         汚水桝 建築敷地ごとに付設する。ただし、敷地内の場合には、この限りでない。 

        排水管 道路の中心部分に付設し、汚物等が堆積しない勾配(０．８％以上)とする。  

        取付管 排水本管に直接接続する。 ただし、終端部は集水桝に接続する。 

        集水桝 排水本管の維持管理が容易に出来るように、基点及び終端部に設ける。                          

 

１５ 路  面 

       路面は、日常的に安全な通行ができるように、ぬかるみとならないようアスファルト 

舗装構造として下さい。なお、路面の横断勾配は、バリアフリ－の考え方により１％を 

      基本とします。 

 

 

 

=      １３     = 



第 Ⅴ すみ切りの設置基準 

１ 一般的なすみ切り 

       角地のすみ切りは、角地の隅角を挟む辺の長さ２ｍの二等辺三角形のすみ切りを設けて下

さい。 

  

                   

              （接続道路）       

        

                          

        ２ｍ   

 

          ２ｍ 

指定を受けようとする道路 

 

 

    ２ ６０°未満の鋭角なすみ切り 

既存道路に対して、指定道路の形態の内側が６０°未満の場合は、二等辺三角形の底辺 

      が２ｍ以上となるすみ切りを設けて下さい。なお、外側の角度が１２０°以上の場合には、 

      すみ切りは不要です。 

 

 

                        既存道路         １２０°以上の場合は、すみ切り不要  

                     （接続道路） 

            

            ６０°未満        

                                                                         

                                             

 

                              ２ｍ                       

                                                                     指定を受けようとする道路    

                                                        

  

 

 

 

 

 

 

=      １４     = 



３ 指定を受けようとする道路を隣地に接して設ける場合 

  

           （１） 隣地の承諾が得られない場合  

擁壁等の工作物を築造するための空間を確保する必要性から、隣地境界線 

から２５㎝以上離して設けて下さい。 

           （２） 隣地の承諾を得た場合 

承諾が得られたときは、境界線から設けることができます。 

（３） 道路が水路敷、鉄道用地に沿接する場合 

指定を受けようとする道路が水路敷、鉄道用地に沿接して他の道路を交差 

するなど、敷地形態等でやむを得ない場合で、安全上支障がないと認めら 

れるものは、片側すみ切りとすることができます。 

（４） すみ切りの基準 

片側に、角地の底辺の長さ４ｍの二等辺三角形のすみ切りを設けて下さい。 

 

 

承諾が得られない場合、隣地境界線から２５㎝  

 

 

                   

                          既存道路                                   ４ｍ 

  （接続道路） 

 

                               ４ｍのすみ切り 

 

 

                                   指定を受けようとする道路 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

=      １５     = 



第 Ⅵ 袋路状道路の取扱い基準 

１  袋路状道路の基準 

     次の（１）から（３）に該当する場合は、袋路状道路とすることができます。 

（１）既存の指定道路を含めて、道路幅員が６ｍ未満で総延長が３５ｍ以下であること。 

（２）総延長が３５ｍ以上で、終端部及び区間３５ｍ以内ごとに自動車の転回広場を設けること。 

（３）指定を受けようとする道路の幅員が６ｍ以上であること。 

 

                                    Ｌ0＋Ｌ1≦３５ｍ以下 

 

                                 Ｌ0                 Ｌ1 

                                  

                        

            既存道路 

 

 

 

                            既存指定道路              指定を受けようとする道路  

 

 

２ 最低延長の制限 

      袋路状道路の最低延長は、指定を受けようとする道路幅員Ｗの１．５倍以上として下さい。 

 

Ｗの１．５倍以上 

                                                          

                         

              既存道路 

              （接続道路）                                             Ｗ 

 

 

 

                                 指定を受けようとする道路 

 

 

 

 

 

 

 

=      １６     = 



３ 自動車転回広場の基準 

    （１）指定を受ける場合の自動車転回広場の設置箇所は、建築基準法施行令第１４４の４第１

項第１号のハの規定によります。 

    （２）転回広場の幅員（Ｗ1）は、指定を受けようとする道路の幅員（Ｗ0）と同等以上とし、 

       すみ切りは底辺の長さ３ｍの二等辺三角形を確保して下さい。 

 

                        ３５ｍ以内                ３５ｍ以内 

 

 

 

                 

 

        「既存道路（通り抜け）」 

 

                 中間部分の転回広場   

 

                      Ｗ1                               終端部の転回広場 

                             

                             

     ５．５０ｍ                                       Ｗ1   

                                       

                                                           

                     Ｗ0    すみ切り３ｍ                      ５．５０ｍ 

                                              

                              

                                         Ｗ0      すみ切り３ｍ 

                          

                                   

                                                           ５．５０ｍ 

                                                ５．５０ｍ 

 

                   転回広場の範囲 

                                                                                                           

 

 

 

 

 

 

=      １７     =



第 Ⅶ 様   式 

 

１  事前協議第１号様式 

     本申請の前に、事前協議するために提出していただくものです。 

２ 第１４号様式 

     道路の位置指定を受けるために、本申請のときに提出していただくものです。 

３ 築造工事完了届様式 

         指定を受ける道路の築造工事が完了した段階で、提出していただくものです。 

４ 申請取り下げ様式 

     申請を取り下げる場合に、提出していただくものです。 

５ 第１５号様式 

 

６ 第１５号様式（記入例） 

  道路の位置指定等の申請図を作成するときの記入例です。 

７ 申請図に記載する事項 

          申請図の地籍図に、必要な方位・指定道路等の記号を記載していただくものです 

８ 委  任  状 

          申請者の代理者を定める場合に、提出していただくものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

=      １８     = 

目黒区道路位置 指定・指定変更・指定取消 申請図様式です。 



事前協議第1号様式 

（用紙規格 Ａ４） 

=      １９     = 

 

 

                                          令和  年    月   日 

 

指       定 

道 路 位 置  指 定 変 更  事 前 協 議 書 

指 定 取 消 
 

 
  都市整備部建築課長 あて 

 
                     申請者 住  所                                 

                        氏  名                                 

                        連絡先                                 

代理者 住 所                 

                        氏 名                 

                        連絡先                 

 
指定 

建築基準法第４２条の規定による道路の位置の  指定の変更  を下記のとおり計画しています。  

                               指定の取消し 

ついては、関係図書等を添えて事前協議を申し出ます。 

 

計 画 地 の 

地 名 地 番 

東京都目黒区      丁目    番地    号 

（住居表示：目黒区     丁目    番    号） 

計画の概要 

区域の面積  実測     ㎡（登記簿    ㎡） 

道路の幅員     ｍ    道路の延長     ｍ  

転回広場（有 ・ 無）    宅地等区画数    区画 

接続先道路 

について 

建築基準法４２条１項１号・２号・３号・４号・５号  ４２条２項道路  

※４２条２項道路の場合の後退方法（             ） 

  公道（国道・都道・区道・区管理道路）・私道・その他（     ） 

開 発 行 為 都市計画法第２９条による開発許可（必要・不要） 開発事前相談書   －   

関連図書の 

種類について 

案内図 配置図 計画図 測量図 公図（写） 登記簿謄本（写） 

その他の添付資料（        ） 

備考欄 

 

 

 

 



第14号様式（第17条関係） 

指     定 

道 路 位 置 指 定 変 更 申 請 書 

指 定 取 消 

 
 

  指定 

建築基準法第42条第 項第 号の規定による道路の位置の 指定の変更  を 

                              指定の取消し 

 

下記のとおり申請します。この申請書及び添付図書に記載の事項は、事実に相違 

ありません。 

令和   年  月  日 

 目黒区長  あて 

 

申請者氏名               

(法人にあっては、その名称及び代表者の氏名) 

 

記 

 

(１) 申 請 者住 所 電話 （   ） 

(２) 
住 所 電話 （   ） 

代
理
人 氏 名  

(３) 
道路となる土

地の地名及び

地番 

 

(４) 
幅 員                          ｍ 

申
請
道
路 

延 長                           ｍ 

(５) 備 考  

※ 

受 

付 

欄 

 

こ
の
欄
に
は
書
か 

 

な
い
で
く
だ
さ
い
。 

 

（注意）１ ｢(１)申請者住所」欄は、法人の場合にあっては、その事務所の所在地を

記入してください。 

２ ※印のある欄は、記入しないでください。 

（用紙規格 Ａ４） 

=      ２０     = 



築造工事完了届様式 

 

 

 

 

 

 

 

=      ２１     = 

都市整備部建築課 

課長 係長 担当者 

   

 

                令 和    年    月   日 

 

 

築 造 工 事 完 了 届 
 

 

   都市整備部建築課長  あて 

 

届出人 住    所                           

                                                        氏    名                           

                                                        連 絡 先                           

（届出人は、申請者又は代理人） 

 

 

    下記の建築基準法第42条1項5号の規程による道路の位置指定の築造工事が完了したので届け出ます。 

 

記 

 

築造工事 施工箇所  目黒区            丁目    番   （住居表示） 

位置指定 申 請 日  令  和       年      月      日 

受    付 受理番号 第                   号 

築造工事  完 成 日 令  和       年      月      日 

道路竣工 
幅    員  

延    長  

備 考 欄  

 

 

 

 

 

 



申請取り下げ様式 

 

指     定 

道 路 位 置 指 定 変 更 申 請 取 り 下 げ 届 

指 定 取 消 

 

 

 

                                                          令和  年  月  日 

目黒区長  あて 

 

 
届出人 住    所                             

氏    名                             

連 絡 先                             

(法人にあっては、その名称及び代表者の氏名) 
 

 

    下記の申請については、都合により取り下げたいので、届け出ます。 

 

記 

 

 

 

 

 

 

=      ２２     = 

1 申 請 年 月 日 申  請  日  令 和     年    月    日 

2 受 付 受 理 番 号 受 理 番 号 第                    号 

3 道路となる土地 
住 居 表 示  目黒区                丁目        番 

地名・地番  目黒区                丁目        番 

4 申  請  道  路 
幅      員                        ｍ 

延      長                        ｍ 

備 考 欄      （この欄には、記入しないで下さい） 

 

 

 

 

 

 



第１５号様式（第１７条関係） 

指  定 
道路（位置）指定変更申請図 

指定取消 

 

縮

尺 

地 籍 図  

付近見取図  

構 造 図  

公 図 写  

※ 道路（位置）の指定・指定変更・指定取消台帳 

告示年月日 年 月 日 指定年月日 年 月 日 

告 示 番 号 第   号 番 号 第   号 

道路に係る土地の地名地番 

承 
 
 

 
 

諾 
 
 

 
 

書 

 この図面のとおり道路（位置）の指定・指定

の変更・指定の取消しを承諾いたします。 

    年 月 日 

申請者       宛て 

申請者住所･氏名 

幅員        メートル・延長        メートル・自動車転回広場        平方メートル  

権利等 住 所 氏 名 印 承諾日 

     

     

     

     

     

     

     

     

備考 
 

 

図面作成者住所･氏名  

測 量 者 住 所       ･氏名  

 凡例    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 （注意） 
１ 承諾書の｢権利等｣欄には、土地の所有者及びその土地又は土地

の建築物若しくは工作物について該当する権利をそれぞれ記入し
てください。また、承諾の相手方が建築基準法施行令第１４４条
の４第１項及び第２項に規定する基準に適合するように管理する
者の場合は、「管理者」と記入してください。 

２ 図面中に、地番、権利等及び氏名をそれぞれ記入してください。 
３ 備考欄には、権利者の承諾に関連し特記すべき事項を記入して

ください。 
４ 申請の道路の幅員及び延長の単位は｢メートル｣(小数点以下２

位まで)としてください。 
５ 付近見取図、道路構造図及び土地に高低差がある場合は、その断

面図を記入してください。 
６ 付近見取図と地籍図の方位は、一致させてください。 
７ 隣地境界又は測量の基点から申請道路までの距離を記入してく

ださい。 
８ ※印のある欄には記入しないでください。 

                           （用紙規格 Ａ２） 

方 位 

予 定 建 築 物 
(用途を記入のこと。) 

生 垣 

塀 
(構造を記入のこと。) 

既 存 建 築 物 
(用途を記入のこと。) 
敷 地 界 

地 番 界 

区 郡 界 

町 界 高 圧 線 

崖 

予定する道路の位置 
既存道路 (公道私道
を区別し記入のこ
と 。 ) 指定された道路の位

置 
及び建築線(指定年

 法第42条第２項に該
当 す る 道 路 

取り消される道路の
位 置 

都 市 計 画 路 線 

申請する道路の位置 
擁 壁 

水路及び土揚敷 

=
      ２

３
     =

 



第１５号様式（第１７条関係） 「記入例」 

指  定 
道路（位置）指定変更申請図 

指定取消 

 

縮

尺 

地 籍 図 １／２００ 

付近見取図 １／３，０００ 

構 造 図 １／５０ 

公 図 写 １／６００ 

※ 道路（位置）の指定・指定変更・指定取消台帳 

告示年月日 令和 年 月 日 指定年月日 令和 年 月 日 

告 示 番 号 第   号 番 号 第   号 

道路に係る土地の地名地番 目黒区中央町三丁目１３０５番１～４ 

        住居表示 目黒区中央町三丁目１３番 承 
 
 

 
 

諾 
 
 

 
 

書 

 この図面のとおり道路（位置）の指定・指

定の変更・指定の取消しを承諾いたします。 

令和 年 月 日 

申請者  ○○ ○○  様 

申請者住所･氏名 

目黒区中央町 

三丁目  番  号 

○○ ○○   幅員   ４．００ メートル・延長  １０．００ メートル・自動車転回広場        平方メートル 

 

権利等 住 所 氏 名 印 承諾日 
１３０５番－１ 
 土地所有権者 

目黒区中央町 
三丁目１4番７号 

 
○○ ○○ 

  

１３０５番－２ 
 土地所有権者 

    

１３０５番－３ 
 土地所有権者 

    

１３０５番－３ 
 建物所有権者 

    

１３０５番－４ 
土地・建物所有権者 

    

１３０５番－４ 
土地・建物抵当権者 

    

備考 
区域面積 ○○○．○○ ㎡ 

 

図面作成者住所･氏名 
目黒区      丁目  番   号 
一級建築士 第    号  ○○ ○○

  
測 量 者 住 所       ･氏名 

目黒区      丁目  番   号 
土地家屋調査士第    号  ○○ ○○

  
凡例    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

（注意） 
１ 承諾書の｢権利等｣欄には、土地の所有者及びその土地又は土

地の建築物若しくは工作物について該当する権利をそれぞれ記
入してください。また、承諾の相手方が建築基準法施行令第１
４４条の４第１項及び第２項に規定する基準に適合するように
管理する者の場合は、「管理者」と記入してください。 

２ 図面中に、地番、権利等及び氏名をそれぞれ記入してくださ
い。 

３ 備考欄には、権利者の承諾に関連し特記すべき事項を記入し
てください。 

４ 申請の道路の幅員及び延長の単位は｢メートル｣(小数点以下
２位まで)としてください。 

５ 付近見取図、道路構造図及び土地に高低差がある場合は、その
断面図を記入してください。 

６ 付近見取図と地籍図の方位は、一致させてください。 
７ 隣地境界又は測量の基点から申請道路までの距離を記入して

ください。 
８ ※印のある欄には記入しないでください。 

                           （用紙規格 Ａ２）

方 位 

予 定 建 築 物 
(用途を記入のこと。) 

生 垣 

塀 
(構造を記入のこと。) 

既 存 建 築 物 
(用途を記入のこと。) 
敷 地 界 

地 番 界 

区 郡 界 

町 界 高 圧 線 

崖 

予定する道路の位置 
既存道路 (公道私道
を区別し記入のこ
と 。 ) 指定された道路の位

置 
及び建築線(指定年

 法第42条第２項に該
当 す る 道 路 

取り消される道路の
位 置 

都 市 計 画 路 線 

申請する道路の位置 
擁 壁 

水路及び土揚敷 

=
      ２

４
     =

 

上記は、東京法務局渋谷出張所内の公図により謄写したものである。 

令和   年   月   日 

目黒区        丁目    番    号 

土地家屋調査士 第     号 ○○ ○○ 印 



「 申 請 図 に 記 載 す る 事 項 」 

凡例（地籍図に記載する記号等） 

 項   目 記     号             項   目 記     号 

 

１ 

 

方     位 

 

 

 

 

11 

 

主 要 出 入 口 

 

   

 

２ 

 

申請道路の位置 

 

 

 

 

12 

 

地  番  境 

 

 

３ 

 

既 存 道 路 

  

13 

 

生     垣 

 

  ～・～～～ ・～ 

 

４ 

 

都市計画道路線 

 

 

 

 

14 

 

へ     い 

 

  － － － －  

 

５ 

 

廃止道路の位置 

 

 

 

15 

 

が     け 

 

 

 

６ 

 

４２条２項道路 

 

 

 

 

16 

 

擁     壁 

 

 

７ 

 

既存指定道路線 

  

17 

 

水路及び土揚敷 

 

 

 

８ 

 

敷  地  境 

  

18 

 

高  圧  線 

 

 

 

９ 

 

 

予 定 建 築 物 

 

  

    

 

19 

 

 

区     界 

 

 

 

10 

 

 

既 存 建 築 物 

 

  

20 

 

21 

雨  水  桝 

 

汚  水  桝 

    ○ 

 

    ● 

注意事項 

１ 承諾書の｢権利等｣欄には、土地の所有者及びその土地又は土地の建築物若しくは工作物について該

当する権利をそれぞれ記入してください。また、承諾の相手方が建築基準法施行令第１４４条

の４第１項及び第２項に規定する基準に適合するように管理する者の場合は、「管理者」と記

入してください。 

２ 図面中に、地番、権利等及び氏名をそれぞれ記入してください。 

３ 備考欄には、権利者の承諾に関連し特記すべき事項を記入してください。 

４ 申請の道路の幅員及び延長の単位は｢メートル｣(小数点以下２位まで)としてください。 

５ 付近見取図、道路構造図及び土地に高低差がある場合は、その断面図を記入してください。 

６ 付近見取図と地籍図の方位は、一致させてください。 

７ 隣地境界又は測量の基点から申請道路までの距離を記入してください。 

８ ※印のある欄には記入しないでください。 

=      ２５     = 



委     任     状 

 

【 代  理 人 】 

 

上記の者を代理人と定め、下記の道路の位置の指定（指定の変更・指定の取消し）に

関する法令等の規定による申請手続きを委任する。 

 

 

   

令和   年   月   日 

 【 委  任  者 】 

 

 

=      ２６     = 

資   格                     印 

氏    名  

事務所名  

所 在 地 

郵便番号  

住  所  

電話番号  

道路位置 

住居表示  

地  番  

申請種別 指定 ・ 指定の変更 ・ 指定の取消し 

委任事項 

建築基準法第４２条第１項５号の規定による道路の位置の指定（指定

の変更・指定の取消し）の申請に関する一切の件。 

□ 事前協議手続き □ 指定申請手続き □ 道路の築造工事 

□ 築造工事完了届 □ 築造工事完了検査  

氏    名                                        印 

郵便番号  

住    所  

電話番号  



第 Ⅷ 参考資料 

 

１ 申請図の記載事項チェックリスト 

     申請図が指定等の申請の手引きに従って記載されているかチェックするものです。 

２ 排水施設及び舗装等の標準的な構造図 

     排水施設等に使用するＬ型溝・雨水桝等の標準的な構造を示したものです。 

３ 道路の位置指定等に係る相談窓口一覧表 

     道路の位置指定等に関連する相談窓口の一覧表です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

=      ２７     = 

 



申請図の記載事項チェックリスト 

図書 確認事項 チェック 

申請図 

1 用紙のサイズ（Ａ２）・和紙の使用 □ 

2 表題の種別（指定・変更・取消し）の記入 □ 

3 公図（写し）に土地の地名・地番の記入（地籍図と整合） □ 

4 
申請道路の幅員・延長（転回広場含む） 
※ 道路種別が異なる場合は、接続先道路からの総延長も追加記入 

□ 

5 全図面に一致した方位の記入 □ 

付近見取り図 
1 表題・縮尺（1/3000）、申請地・道路位置の記入 □ 

2 付近の目標、町丁名・住居表示番号の記入 □ 

公図（写） 

1 
公図を写した者の謄写年月日・資格・氏名の記入と押印 
※ 図面作成者又は測量者欄に押印があれば不要 

□ 

2 表題・縮尺（1/600）の記入 □ 

3 申請地を太線・予定道路を点線で記入 □ 

地籍図 

1 表題・縮尺（1/200）の記入 □ 

2 地番境・地目の記入（公図と整合） □ 

3 区画ごとの地番・権利種別・権利別住所氏名の記入 □ 

4 各宅地の地盤の高さ・道路面の高さの記入 □ 

5 各宅地の面積・敷地周長の記入（路地状部分の幅員含） □ 

6 既存建築物を実線、予定建築物を点線で記入 □ 

7 各建物の用途、出入口の記入 □ 

8 隣地境界から指定を受けようとする道路までの離隔距離の記入 □ 

9 
指定を受けようとする道路の幅員・延長（転回広場含）の記入 
（道路種別等が異なる場合はそれぞれの延長も記入） 

□ 

10 擁壁等の工作物、水路の位置、幅員の記入 □ 

11 L 型側溝等の排水設備の記入 □ 

12 すみ切りの各辺の長さの記入 □ 

13 
既存接続先道路の道路種別・幅員記入 
（法 42 条第 2項道路の場合、道路中心線・道路境界線・現況道路幅員の記入） 

□ 

横断面図 
1 表題・縮尺（1/30）の記入 □ 

2 L 型側溝等の排水設備・舗装の構造記入 □ 

縦断面図 

1 表題・縮尺（1/200）の記入 □ 

2 
道路の延長・縦断勾配・地盤高の記入 
※ 複雑でなければ、地籍図内に勾配、高低差の記入により省略可 

□ 

境界杭 
1 表題・縮尺（1/10）の記入 □ 

2 使用杭の種別・寸法の記入 □ 

承諾書 

1 権利別承諾者の氏名・住所の記入 □ 

2 印鑑証明書の記載事項・地番・氏名・承諾印の押印と整合 □ 

3 地籍図の地番・権利種別・権利別氏名と整合 □ 

4 道路となる土地の権利を有する権利者全ての押印 □ 

5 各建築敷地の土地・建物・工作物の権利者の押印 □ 

=      ２８     = 

 



「排水施設及び舗装等の標準的な構造図」  

 

        「 Ｌ型溝２５０型 」                     「 舗    装 」 

                                                    

                                                    アスファルト混合物：厚５㎝ 

                        Ｌ型ブロック 幅：４５㎝                     

モルタル                                         

     ［コンクリ－ト］          １０㎝                                                

                                                         ［ 砕  石 ］               １５㎝ 

           ［砕       石］         １０㎝          

                                                         

                              

            「 雨    水    桝 」                                 「 汚    水    桝 」               

                                               雨水桝蓋 幅：５０㎝                             

                                                                 

   汚水桝蓋 幅５０㎝                             

 

 

 

 

 

                                                                                                           

                     「内径：５０㎝」                                                    「内径：５０㎝」   

 

                                     φ２００                    インバ－ト 

                 15cm 

 

            ［ 砕    石 ］                １５㎝          １５㎝               ［ 砕    石 ］ 

        

 

「 集   水   桝 」                                 「 境     石 」 

                          集水桝蓋 内径５０㎝用   

                            

                            

                                                

                                                   

                                                       境石ブロック 

                                                       １５㎝×１２㎝ 

                                コンクリ－ト：厚１０㎝ 

                                

                                    砕石：厚５㎝       

 「内径：５０㎝」                              １５㎝  

 

   

                          インバ－ト                                

                                                              排水管 φ２００                                                                 

                    

 

［砕    石 ］                  １５㎝ 

 

=      ２９     = 



「道路の位置指定等に係る相談窓口一覧表」 

 

 相談内容 担当所管 住所・電話番号 

1 
道路の位置指定・指定変更・指定取消

に関すること 

目黒区都市整備部 

建築課 

調査係 

目黒区上目黒 2-19-15 

電話（直通） 

5722-9638 

2 区道・水路の境界確認に関すること。 

目黒区都市整備部 

土木管理課 

境界係 

目黒区上目黒 2-19-15 

電話（直通） 

5722-9467 

3 開発行為に関すること。 

目黒区都市整備部 

都市整備課 

開発係 

目黒区上目黒 2-19-15 

電話（直通） 

5722-9715 

4 狭あい道路の拡幅整備に関すること。 

目黒区都市整備部 

都市整備課 

狭あい道路係 

目黒区上目黒 2-19-15 

電話（直通） 

5722-9729 

5 上水道に関すること。 
東京都水道局 

目黒営業所 

目黒区中町 2-43-18 

電話 

5773-6126 

6 下水道に関すること。 
東京都下水道局 

南部下水道事務所 

大田区雪谷大塚 13-26 

電話 

5734-5031 

7 
不動産登記・公図の閲覧に関するこ

と。 

東京法務局 

渋谷出張所 

渋谷区宇田川町 1-10 

電話 

3463-7611(代表) 

東京法務局 

目黒証明書センター 

目黒区上目黒 2-19-15 

(目黒区総合庁舎内) 

電話なし 

 

 

 

 

 

 

 

=      ３０     = 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       「道路の位置指定等の申請の手引き」 

                       令和 3年 6月 16 日   発行（編集） 

                       所管：目黒区都市整備部建築課調査係 

                       住所：目黒区上目黒二丁目 19 番 15 号 

                       電話：03（5722）9638（直通） 

 


